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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 10月 4日 (2005.10.4)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 炭 素 を 含 み 、 且 つ 水 素 、 窒 素 、 酸 素 、 フ ッ 素 、 シ リ コ ン 、 硫 黄 、 チ タ ン お よ び 銅 か ら 成
る 集 合 か ら 選 択 さ れ る １ 種 類 以 上 の 添 加 成 分 を 選 択 的 に 含 む 、 非 晶 質 の 膜 ま た は コ ー テ ィ
ン グ を 粒 子 に 蒸 着 さ せ る 方 法 で あ っ て 、
　 排 気 可 能 な 反 応 室 に ２ つ の 電 極 を 有 す る 容 量 結 合 反 応 炉 系 を 用 意 す る ス テ ッ プ と 、
　 一 方 の 前 記 電 極 の 上 ま た は 近 傍 に 複 数 の 粒 子 を 配 置 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 反 応 室 を 排 気 す る ス テ ッ プ と 、
　 一 方 の 前 記 電 極 に 高 周 波 電 力 を 印 加 す る と と も に 他 方 の 前 記 電 極 を 接 地 す る ス テ ッ プ と
、
　 炭 素 含 有 源 を 前 記 反 応 チ ャ ン バ に 導 入 す る こ と に よ り 、 前 記 複 数 の 粒 子 の 近 傍 に 反 応 種
を 有 す る プ ラ ズ マ を 形 成 さ せ 且 つ 前 記 電 極 の 周 囲 に イ オ ン さ や を 形 成 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 複 数 の 粒 子 を 実 質 的 に イ オ ン さ や の 中 に 保 持 し つ つ 、 前 記 粒 子 の 表 面 を 前 記 プ ラ ズ
マ 中 の 前 記 反 応 種 に さ ら す よ う に 前 記 複 数 の 粒 子 を 攪 拌 す る ス テ ッ プ と 、
を 含 む 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 炭 素 含 有 源 は 、 四 フ ッ 化 炭 素 と 、 ア セ チ レ ン 、 メ タ ン 、 ブ タ ジ エ ン 、 お よ び そ れ ら
の 混 合 物 か ら 成 る 群 か ら 選 択 さ れ る 炭 化 水 素 ガ ス と 、 か ら 成 る 群 か ら 選 択 さ れ る 、 請 求 項
１ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 炭 素 を 含 み 、 且 つ 水 素 、 窒 素 、 酸 素 、 フ ッ 素 、 シ リ コ ン 、 硫 黄 、 チ タ ン お よ び 銅 か ら 成
る 集 合 か ら 選 択 さ れ る １ 種 類 以 上 の 添 加 成 分 を 選 択 的 に 含 む 、 非 晶 質 の 膜 ま た は コ ー テ ィ
ン グ を 粒 子 に 蒸 着 さ せ る 装 置 で あ っ て 、
　 ２ つ の 電 極 を 含 ん で 一 方 の 電 極 が 他 方 の 電 極 よ り 小 さ い 排 気 可 能 な チ ャ ン バ と 、
　 前 記 チ ャ ン バ に 炭 素 含 有 源 を 導 入 す る 手 段 と 、
　 小 さ い 方 の 電 極 に 接 続 さ れ る 高 周 波 電 源 と 、
　 前 記 電 極 の 一 方 の 近 傍 で 複 数 の 粒 子 を 攪 拌 す る 手 段 と 、



を 含 む 装 置 。
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